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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）親水性表面を有する平版印刷ベース上にアルカリ性水溶液中に可溶性のポリマーを
含む第１層及び第１層と同じ平版印刷ベースの側に最上層を有し、その最上層がＩＲ－線
に対して感受性であり且つケイ酸塩としてＳｉＯ２を含有するアルカリ性現像液に関して
非浸透性であるヒートモード画像形成要素を製造し；
ｂ）該ヒートモード画像形成要素をＩＲ－線に画像通りに露出し；
ｃ）該画像通りに露出されたヒートモード画像形成要素を該アルカリ性現像液を用いて現
像し、最上層の露出された領域及びその下の第１層の領域が溶解されそして第１層の層の
露出されない領域が溶解されないで残るようにする
段階を含み、該最上層がＩＲ－色素を含むことを特徴とする平版印刷版の作製方法。
【請求項２】
　該ＩＲ－色素がＩＲ－シアニン色素である請求項１に記載の平版印刷版の作製方法。
【請求項３】
　該ＩＲ－シアニン色素が２つの酸基を含んでなる請求項２に記載の平版印刷版の作製方
法。
【請求項４】
　該赤外シアニン色素が２つのインドレニン基を含んでなる請求項３に記載の平版印刷版
の作製方法。
【請求項５】
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　該赤外シアニン色素が下記の構造
【化１】

を有する化合物Ｉである請求項４に記載の平版印刷版の作製方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の分野】
本発明はＩＲ感受性最上層を含むヒートモード画像形成要素を用いて平版印刷版を作製す
るための方法に関する。
【０００２】
さらに特定的には、本発明は、露出されると水性現像液により浸透及び／又は可溶化され
る最上層の容量が変化するヒートモード画像形成要素を用いて平版印刷版を作製するため
の方法に関する。
【０００３】
【発明の背景】
平版印刷は、そのいくらかの領域が平版印刷インキを受容することができるが、他の領域
は水で湿らされるとインキを受容しない特別に作られた表面からの印刷の方法である。イ
ンキを受容する領域は印刷画像領域を形成し、インキ－反発性領域は背景領域を形成する
。
【０００４】
写真平版印刷の技術分野の場合、写真材料は、露光された領域において（ネガティブ－作
用性）又は非露光領域において（ポジティブ－作用性）、親水性背景上で画像通りに油性
又は脂性インキに対して受容性とされる。
【０００５】
表面平版印刷版（ｓｕｒｆａｃｅ　ｌｉｔｈｏ　ｐｌａｔｅｓ）又はプラノグラフィ印刷
版（ｐｌａｎｏｇｒａｐｈｉｃ　ｐｒｉｎｔｉｎｇ　ｐｌａｔｅｓ）とも呼ばれる通常の
平版印刷版の作製の場合、水に対して親和性を有するか又は化学的処理によりそのような
親和性を得る支持体に感光性組成物の薄層がコーティングされる。その目的のためのコー
ティングにはジアゾ化合物、ジクロム酸塩－増感親水性コロイド及び多様な合成感光性樹
脂を含有する感光性ポリマー層が含まれる。特にジアゾ－増感系が広く用いられる。
【０００６】
感光層が画像通りに露出されると、露出された画像領域は不溶性となり、非露出領域は溶
解性のままである。次いで版は適した液を用いて現像され、非露出領域のジアゾニウム塩
又はジアゾ樹脂が除去される。
【０００７】
別の場合、画像通りに露出されると露出された領域において可溶性とされる感光性コーテ
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ィングを含む印刷版が既知である。その場合続く現像は露出された領域を除去する。その
ような感光性コーティングの典型的例はキノン－ジアジドに基づくコーティングである。
【０００８】
典型的に、それから印刷版が作製される上記の写真材料は、平版印刷法において再現され
るべき画像を含有する写真フィルムを介してカメラ－露出される。そのような作業法はや
っかいであり、労働集約的である。しかし他方、かくして得られる印刷版は優れた平版印
刷の質のものである。
【０００９】
かくして、上記の方法において写真フィルムの必要を除き、特に再現されるべき画像を示
すコンピューターデータから直接印刷版を得るための試みが成されてきた。しかし、感光
性コーティングはレーザーを用いて直接露出されるのに十分に感受性ではない。従って、
感光性コーティングの上にハロゲン化銀層をコーティングすることが提案された。次いで
ハロゲン化銀をコンピューターの制御下でレーザーを用いて直接露出することができる。
続いてハロゲン化銀層を現像して感光性コーティングの上に銀画像を残す。次いでその銀
画像は感光性コーティングの全体的露出においてマスクとして働く。全体的露出の後、銀
画像は除去され、感光性コーテイングが現像される。そのような方法は例えばＪＰ－Ａ－
６０－６１　７５２に開示されているが、複雑な現像及びそれに伴う現像液が必要である
という欠点を有する。
【００１０】
ＧＢ－１　４９２　０７０は、金属層又はカーボンブラックを含有する層を感光性コーテ
ィング上に設ける方法を開示している。次いでこの金属層をレーザーを用いて融蝕し、感
光層上の画像マスクを得る。次いで感光層を画像マスクを介してＵＶ－光により全体的に
露出する。画像マスクの除去の後、感光層を現像して印刷版を得る。しかし、この方法は
感光層の現像の前にやっかいな処理により画像マスクを除去しなければならないという欠
点をまだ有している。
【００１１】
さらに、感光性ではなく感熱性である画像形成要素の使用を含む印刷版の作製のための方
法が既知である。印刷版の作製のための上記のような感光性画像形成要素の特別な欠点は
、それを光から遮蔽しなければならないことである。さらに、それらは保存安定性の観点
で感度の問題を有し、それらは比較的低い解像度を示す。明らかに市場で、ヒートモード
印刷版前駆体に向かう傾向が見られる。
【００１２】
例えば、１９９２年１月のＲｅｓｅａｒｃｈ　Ｄｉｓｃｌｏｓｕｒｅ　ｎｏ．３３３０３
は、熱可塑性ポリマー粒子及び赤外吸収性顔料、例えばカーボンブラックを含有する架橋
された親水性層を支持体上に含むヒートモード画像形成要素を開示している。赤外レーザ
ーに画像通りに露出することにより、熱可塑性ポリマー粒子が画像通りに凝析し、それに
よりこれらの領域において画像形成要素の表面を、さらなる現像なしでインキ受容性とす
る。この方法の欠点は、得られる印刷版が容易に損傷を受けることであり、それはそこに
いくらかの圧力が加えられると非－印刷領域がインキ－受容性となり得るからである。さ
らに限界的条件下で、そのような印刷版の平板印刷性能は劣り得、従ってそのような印刷
版はほとんど平版印刷寛容度を有していない。
【００１３】
ＵＳ－Ｐ－４　７０８　９２５は、アルカリ－可溶性ノボラック樹脂及びオニウム－塩を
含有する感光性組成物を含む画像形成要素を開示している。この組成物は場合によりＩＲ
－増感剤を含有することができる。該画像形成要素をＵＶ－可視－又はＩＲ－線に画像通
りに露出し、水性アルカリ液を用いる現像段階が続いた後、ポジティブ又はネガティブ作
用性印刷版が得られる。該画像形成要素の照射及び現像により得られる平版印刷版の印刷
結果は劣っている。
【００１４】
ＥＰ－Ａ－６２５　７２８は、ＵＶ－及びＩＲ－線に感受性である層を含み、ポジティブ
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もしくはネガティブ作用性であることができる画像形成要素を開示している。この層はレ
ゾール樹脂、ノボラック樹脂、潜在的ブレンステッド酸及びＩＲ－吸収性物質を含む。該
画像形成要素の照射及び現像により得られる平版印刷版の印刷結果は劣っている。
【００１５】
ＵＳ－Ｐ－５　３４０　６９９はＥＰ－Ａ－６２５　７２８とほとんど同じであるが、ネ
ガティブ作用性ＩＲ－レーザー記録画像形成要素を得るための方法を開示している。ＩＲ
－感受性層はレゾール樹脂、ノボラック樹脂、潜在的ブレンステッド酸及びＩＲ－吸収性
物質を含む。該画像形成要素の照射及び現像により得られる平版印刷版の印刷結果は劣っ
ている。
【００１６】
さらにＥＰ－Ａ－６７８　３８０は、レーザー－融蝕可能な表面層の下の研磨された金属
支持体上に保護層が設けられる方法を開示している。画像通りに露出されると表面層は保
護層のいくらかの部分と同様に完全に融蝕される。次いで印刷版を清浄化溶液で処理し、
保護層の残りを除去し、それにより親水性表面層を露出する。
【００１７】
ＥＰ－Ａ－９７　２００　５８８．８は親水性表面を有する平版印刷ベース上にアルカリ
水溶液中に可溶性のポリマーを含む中間層及びＩＲ－線に感受性の最上層を含み、ここで
該最上層はＩＲ－線に露出されるとアルカリ性水溶液により浸透及び／又は可溶化される
容量が減少するか又は増加する、平版印刷版の作製のためのヒートモード画像形成要素を
開示している。この材料は最上層及び中間層の露出されたか又は露出されない部分の選択
的溶解を与えない。
【００１８】
上記の系は１つ又はそれ以上の欠点、例えば低い赤外感度、予備－加熱段階の必要（複雑
な処理）、短いならびに長い画素滞留時間において画像形成できないこと、最上層及び中
間層の露出されたか又は露出されない部分の選択的溶解の欠如あるいは溶解（現像）がお
そいことなどの１つ又はそれ以上の欠点を有する。
【００１９】
ＧＢ－Ａ－１　１５５　０３５は層の与えられた領域が十分に加熱されるとその領域にお
いて、水又は水性媒体中における層のその領域の溶解度の減少を生ずる変化を受けるポリ
マー材料の層を含む記録材料が用いられている情報の記録法を開示しており、該層には層
の全領域に分布する１種又は複数種の物質も導入されており、層はそのような物質により
吸収される強い輻射エネルギーに層を露出することにより加熱されることができ、該材料
は記録されるべき情報により決定されるパターンで材料全体に分布する強い輻射エネルギ
ーに露出され、その輻射エネルギーは該分布している物質により少なくとも部分的に吸収
されて対応する熱パターンが材料中に生成し、それによりそのような情報が該層の種々の
領域の水又は水性媒体における溶解度の差を用いて記録される。
【００２０】
ＧＢ－Ａ－１　２４５　９２４は、層の与えられた領域の与えられた溶媒中における溶解
度を層のその領域を加熱することにより向上させることができるような組成の感熱性記録
層を含む記録材料を用いている情報記録法を開示しており、この方法において該層は情報
通りに加熱され、記録層の種々の領域の該溶媒中における溶解度の差を用いて情報の記録
を生み、次いで層全体がそのような溶媒と接触させられてそのような溶媒に可溶性である
か又は最も可溶性である記録層の部分がそのような溶媒により除去されるか又はそのよう
な溶媒により浸透される。
【００２１】
ＵＳ－Ｐ－５　４６６　５５７は、（１）レゾール樹脂、（２）ノボラック樹脂、（３）
潜在的ブレンステッド酸、（４）赤外線吸収剤及び（５）テレフタルアルデヒドを含む輻
射線－感受性組成物を開示している。
【００２２】
ＧＢ－Ａ－１　１５４　５６８は、対比する光－吸収性及び光－透過性領域を有するグラ
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フィック原稿を記録する方法を開示しており、この方法では層が十分に加熱されるとその
水溶性又は水－吸収力が増加するゼラチンを主に含み、そこに分布する光吸収性物質も有
する支持された層を含む記録材料を、そのようなゼラチン層を原稿の光吸収性領域と接触
させて置き、該ゼラチン層を原稿を介して光に露出し、光の強度及び露出の持続時間は、
ゼラチン層の原稿の光－吸収性領域と接触している領域はそのような光－吸収性領域から
の熱伝導により実質的に影響されないが、ゼラチン層の他の領域の水溶性又は水－吸収力
はゼラチン層のこれらの他の領域の光－吸収性物質によるコピー光の吸収の故のその加熱
により増加するようなものである。
【００２３】
従って、短い及び長い画素滞留時間におけるレーザー露出により画像形成されることがで
き、必要な現像時間が短く、優れた印刷性を有する平版印刷版を与えるヒートモード画像
形成材料に対する要求がまだある。
【００２４】
【発明の目的】
本発明の目的は、優れた印刷性を有し、選択的で迅速簡便で生態学的な方法で現像可能な
ヒートモード感受性画像形成要素からのポジティブ平版印刷版の作製のための方法を提供
することである。
【００２５】
本発明のさらに別の目的は、高い赤外感度を有するヒートモード感受性画像形成要素から
ポジティブ平版印刷版を作製するための方法を提供することである。
【００２６】
本発明の目的は、短い及び同様に長い画素滞留時間においてレーザー露出により画像形成
することができるヒートモード感受性画像形成要素からポジティブ平版印刷版を作製する
ための方法を提供することでもある。
【００２７】
本発明のさらに別の目的は下記の記載から明らかになるであろう。
【００２８】
【発明の概略】
本発明に従えば、
ａ）親水性表面を有する平版印刷ベース上にアルカリ性水溶液中に可溶性のポリマーを含
む第１層及び第１層と同じ平版印刷ベースの側に最上層を有し、その最上層がＩＲ－線に
対して感受性であり且つケイ酸塩としてＳｉＯ2を含有するアルカリ性現像液に関して非
浸透性であるヒートモード画像形成要素を製造し；
ｂ）該ヒートモード画像形成要素をＩＲ－線に画像通りに露出し；
ｃ）該画像通りに露出されたヒートモード画像形成要素を該アルカリ性現像液を用いて現
像し、最上層の露出された領域及びその下の第１層の領域が溶解されそして第１層の層の
露出されない領域が溶解されないで残るようにする
段階を含み、該最上層がＩＲ－色素を含むことを特徴とする平版印刷版の作製のための方
法が提供される。
【００２９】
【発明の詳細な記述】
本発明に従えば、
ａ）親水性表面を有する平版印刷ベース上にアルカリ性水溶液中に可溶性のポリマーを含
む第１層及び第１層と同じ平版印刷ベースの側に最上層を有し、その最上層がＩＲ－線に
対して感受性であり且つＳｉＯ2を含有するアルカリ性現像液に関して非浸透性であるヒ
ートモード画像形成要素を製造し；
ｂ）該ヒートモード画像形成要素をＩＲ－線に画像通りに露出し；
ｃ）該画像通りに露出されたヒートモード画像形成要素を該アルカリ性現像液を用いて現
像し、最上層の露出された領域及びその下の第１層の領域が溶解されそして第１層の層の
露出されない領域が溶解されないで残るようにする
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段階を含み、該最上層がＩＲ－色素を含むことを特徴とする平版印刷版の作製のための方
法が提供される。
【００３０】
本発明に従う最上層はＩＲ－色素及び結合剤樹脂を含む。ＩＲ－色素の混合物を用いるこ
とができるが、１種のみのＩＲ－色素を用いるのが好ましい。好ましくは該ＩＲ－色素は
ＩＲ－シアニン色素である。特に有用なＩＲ－シアニン色素は２つの酸基、より好ましく
は２つのスルホン基を有するシアニン色素である。さらにもっと好ましいのは２つのイン
ドレニン及び２つのスルホン酸基を有するシアニン色素である。最も好ましいのは下記の
構造を有する化合物Ｉである。
【００３１】
【化１】

最上層は結合剤として水に不溶性のポリマー、例えばセルロースエステル、塩化ビニリデ
ンとアクリロニトリルのコポリマー、ポリ（メタ）アクリレート、ポリ塩化ビニル、シリ
コーン樹脂などを含むことができる。
【００３２】
最上層は本発明に従う結合剤樹脂として好ましくは水溶性ポリマーを含む。水溶性ポリマ
ーとしてタンパク質、好ましくはゼラチンを用いることができる。しかし合成、半－合成
又は天然水溶性ポリマーを用いることもできる。合成ポリマーは例えばポリビニルアルコ
ール、ポリ－Ｎ－ビニルピロリドン、ポリビニルイミダゾール、ポリビニルピラゾール、
ポリアクリルアミド及びそれらの誘導体、特にそれらのコポリマーである。ゼラチンのた
めの天然置換物は例えば他のタンパク質、例えばゼイン、アルブミン及びカゼイン、セル
ロース、糖類、澱粉ならびにアルギン酸塩である。一般にゼラチンのための半－合成置換
物は修飾された天然産物、例えばアルキル化又はアシル化剤を用いるゼラチンの転換によ
るか又はゼラチン上への重合可能なモノマーのグラフト化により得られるゼラチン誘導体
ならびにセルロース誘導体、例えばヒドロキシアルキルセルロース、カルボキシメチルセ
ルロース、フタロイルセルロース及び硫酸セルロースである。
好ましくは酸性基、より好ましくはカルボン酸基を有するポリマー、さらにもっと好まし
くはポリメチルアクリル酸、最も好ましくはポリアクリル酸が用いられる。
【００３３】
ＩＲ－シアニン色素の合計量と樹脂結合剤の間の比率は好ましくは１：９９～９９：１、
より好ましくは５：９５～５０：５０の範囲である。最上層の合計量は好ましくは０．１
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～１０ｇ／ｍ2、より好ましくは０．３～２ｇ／ｍ2の範囲である。
【００３４】
本発明に従うアルカリ性現像液の場合、画像通りに露出されると、最上層でアルカリ性水
溶液により浸透又は可溶化される容量における差が生まれる。
【００３５】
本発明の場合、画像通りにＩＲ露出されると、現像の間に非画像形成部分を可溶化するか
及び／又はそれに損傷を与えることなく、画像形成された部分が清浄化される程度まで該
容量が増加する。
【００３６】
アルカリ性水溶液を用いる現像は好ましくは５～１２０秒の間隔内に行われる。
【００３７】
最上層及び平版印刷ベースの間に、本発明は水性現像液、より好ましくは優先的には（ｐ
ｒｅｆｅｒｅｎｔｉａｌｌｙ）７．５～１４のｐＨを有する水性アルカリ性現像液中に可
溶性の第１層を含む。該層は好ましくは最上層に連続しているが、他の親水性層が最上層
と第１層の間に存在することができる。この層において用いられるアルカリ可溶性結合剤
は好ましくは通常のポジティブ又はネガティブ作用性ＰＳ－版で用いられるような疎水性
結合剤、例えばノボラック、ポリビニルフェノール、カルボキシ置換ポリマーなどである
。これらのポリマーの典型的例はＤＥ－Ａ－４　００７　４２８、ＤＥ－Ａ－４　０２７
　３０１及びＤＥ－Ａ－４　４４５　８２０に記載されている。本発明と関連して用いら
れる疎水性結合剤はさらに水中における不溶性及びアルカリ溶液中における部分的可溶性
／膨潤性及び／又は補助溶媒と組み合わされた場合の水中における部分的可溶性を特徴と
している。さらにこのアルカリ水溶液可溶性層は好ましくは可視光－及びＵＶ－光減感層
である。該層は好ましくは熱的に硬膜可能である。この好適に可視光－もしくはＵＶ－減
感されている層は、２５０ｎｍ～６５０ｎｍの波長領域内で吸収する感光性成分、例えば
ジアゾ化合物、フォトアシッド（ｐｈｏｔｏａｃｉｄｓ）、光開始剤、キノンジアジド、
増感剤などを含まない。この方法で昼光に安定な印刷版を得ることができる。
【００３８】
該第１層は好ましくは低分子量の酸、好ましくはカルボン酸、さらにもっと好ましくは安
息香酸、最も好ましくは３，４，５－トリメトキシ安息香酸あるいはベンゾフェノン、よ
り好ましくはトリヒドロキシベンゾフェノンも含む。
【００３９】
第１層における低分子量の酸の合計量とポリマーの間の比率は好ましくは２：９８～４０
：６０、より好ましくは５：９５～２０：８０の範囲である。該第１層の合計量は好まし
くは０．１～１０ｇ／ｍ2、より好ましくは０．３～２ｇ／ｍ2の範囲である。
【００４０】
本発明の画像形成要素において、平版印刷ベースは陽極酸化されたアルミニウムであるこ
とができる。特に好ましい平版印刷ベースは電気化学的に研磨され、陽極酸化されたアル
ミニウム支持体である。陽極酸化されたアルミニウム支持体を処理してその表面の親水性
を向上させることができる。例えばアルミニウム支持体を例えば９５℃などの高められた
温度でケイ酸ナトリウム溶液を用いてその表面を処理することによりケイ酸塩化すること
ができる。別の場合、リン酸塩処理を適用することができ、それは酸化アルミニウム表面
をリン酸塩溶液で処理することを含み、リン酸塩溶液はさらに無機フッ化物を含有してい
ることができる。さらに酸化アルミニウム表面をクエン酸又はクエン酸塩溶液で濯ぐこと
ができる。この処理は室温で行うことができるか又は約３０～５０℃というわずかに高め
られた温度で行うことができる。さらに興味深い処理は酸化アルミニウム表面を重炭酸塩
溶液で濯ぐことを含む。さらに、酸化アルミニウム表面をポリビニルホスホン酸、ポリビ
ニルメチルホスホン酸、ポリビニルアルコールのリン酸エステル、ポリビニルスルホン酸
、ポリビニルベンゼンスルホン酸、ポリビニルアルコールの硫酸エステル及びスルホン化
脂肪族アルデヒドとの反応により生成するポリビニルアルコールのアセタールを用いて処
理することができる。これらの後処理の１つ又はそれ以上を単独でか又は組み合わせて行
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うことができることはさらに明らかである。これらの処理のもっと詳細な記載はＧＢ－Ａ
－１　０８４　０７０、ＤＥ－Ａ－４　４２３　１４０、ＤＥ－Ａ－４　４１７　９０７
、ＥＰ－Ａ－６５９　９０９、ＥＰ－Ａ－５３７　６３３、ＤＥ－Ａ－４　００１　４６
６、ＥＰ－Ａ－２９２　８０１、ＥＰ－Ａ－２９１　７６０及びＵＳ－Ｐ－４
４５８　００５に示されている。
【００４１】
本発明と関連する他の実施態様に従うと、親水性表面を有する平版印刷ベースは柔軟性支
持体、例えば架橋された親水性層が設けられた紙又はプラスチックフィルムを含む。特に
適した架橋された親水性層は、ホルムアルデヒド、グリオキサル、ポリイソシアナート又
は加水分解されたテトラ－アルキルオルトシリケートなどの架橋剤を用いて架橋された親
水性結合剤から得ることができる。後者が特に好ましい。
【００４２】
親水性結合剤として親水性（コ）ポリマー、例えばビニルアルコール、アクリルアミド、
メチロールアクリルアミド、メチロールメタクリルアミド、アクリル酸、メタクリル酸、
ヒドロキシエチルアクリレート、ヒドロキシエチルメタクリレートのホモポリマー及びコ
ポリマーあるいは無水マレイン酸／ビニルメチルエーテルコポリマーを用いることができ
る。用いられる（コ）ポリマー又は（コ）ポリマー混合物の親水度は好ましくは、少なく
とも６０重量パーセント、好ましくは８０重量パーセントの程度まで加水分解されたポリ
酢酸ビニルの親水度と同じか又はそれより高い。
【００４３】
架橋剤、特にテトラアルキルオルトシリケートの量は好ましくは親水性結合剤の重量部当
たり少なくとも０．２重量部、より好ましくは０．５～５重量部、最も好ましくは１．０
重量部～３重量部である。
【００４４】
本実施態様に従って用いられる平版印刷ベースの架橋された親水性層は好ましくは、層の
機械的強度及び多孔度を向上させる物質も含有する。この目的でコロイドシリカを用いる
ことができる。用いられるコロイドシリカは例えば最高４０ｎｍ、例えば２０ｎｍの平均
粒度を有するコロイドシリカのいずれの商業的に入手可能な水－分散液の形態であること
もできる。さらにコロイドシリカより大きな寸法の不活性粒子、例えばＪ．Ｃｏｌｌｏｉ
ｄ　ａｎｄ　ＩｎｔｅｒｆａｃｅＳｃｉ．，Ｖｏｌ．２６，１９６８，ｐａｇｅｓ　６２
　ｔｏ　６９に記載されている通りＳｔＯｅｂｅｒに従って調製されるシリカあるいはア
ルミナ粒子あるいは二酸化チタン又は他の重金属酸化物の粒子である少なくとも１００ｎ
ｍの平均直径を有する粒子を加えることができる。これらの粒子の導入により、架橋され
た親水性層の表面に顕微鏡的丘と谷から成る均一な粗いきめが与えられ、それは背景領域
における水のための保存場所として働く。
【００４５】
本実施態様に従う平版印刷ベースの架橋された親水性層の厚さは０．２～２５μｍの範囲
内で変化することができ、好ましくは１～１０μｍである。
【００４６】
本発明に従って用いるために適した架橋された親水性層の特定の例は、ＥＰ－Ａ－６０１
　２４０、ＧＢ－Ｐ－１　４１９　５１２、ＦＲ－Ｐ－２　３００　３５４、ＵＳ－Ｐ－
３　９７１　６６０、ＵＳ－Ｐ－４　２８４　７０５及びＥＰ－Ａ　５１４　４９０に開
示されている。
【００４７】
本実施態様と関連する平版印刷ベースの柔軟性支持体として、プラスチックフィルム、例
えば基質化ポリエチレンテレフタレートフィルム、酢酸セルロースフィルム、ポリスチレ
ンフィルム、ポリカーボネートフィルムなどを用いるのが特に好ましい。プラスチックフ
ィルム支持体は不透明又は透明であることができる。
【００４８】
接着促進層が設けられたポリエステルフィルム支持体を用いるのが特に好ましい。本発明
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に従って用いるのに特に適した接着促進層は、ＥＰ－Ａ－６１９　５２４、ＥＰ－Ａ－６
２０　５０２及びＥＰ－Ａ－６１９　５２５に開示されている通り親水性結合剤及びコロ
イドシリカを含む。好ましくは接着促進層中のシリカの量はｍ2当たり２００ｍｇ～ｍ2当
たり７５０ｍｇである。さらにシリカ対親水性結合剤の比率は好ましくは１より高く、コ
ロイドシリカの表面積は好ましくは少なくともグラム当たり３００ｍ2、より好ましくは
少なくともグラム当たり５００ｍ2である。
【００４９】
本発明と関連する画像通りの露出は、赤外又は近－赤外、すなわち７００～１５００ｎｍ
の波長領域で働くレーザーの使用を含む画像通りの走査露出である。最も好ましいのは近
－赤外で発光するレーザーダイオードである。画像形成要素の露出は短い画素滞留時間を
有するレーザー及び同様に長い画素滞留時間を有するレーザーを用いて行うことができる
。好ましいのは０．００５μ秒～２０μ秒の画素滞留時間を有するレーザーである。
【００５０】
画像通りの露出の後、ヒートモード画像形成要素はアルカリ性水溶液でそれを濯ぐことに
より現像される。本発明で用いられるアルカリ性水溶液は好ましくは、通常のポジティブ
作用性予備増感印刷版の現像に用いられ、好ましくは１１．５～１４のｐＨを有するもの
である。かくして露出されてアルカリ性水溶液に関してより浸透性とされた最上層の画像
形成された部分及び下の層の対応する部分は清浄化されて除去され、それによりポジティ
ブ作用性印刷版が得られる。
【００５１】
本発明においては用いられる現像液の組成も非常に重要である。
【００５２】
従って長期間安定して現像処理を行うために、現像液中のアルカリの濃度及びケイ酸塩の
存在などの質が特に重要である。そのような状況下で本発明者等は、前記の組成を有する
現像液を用いる場合のみに迅速高温処理を行うことができ、補充されるべき補充液の量が
少なく、現像液を変えずに３カ月以上の長さの長期間に及んで安定した現像処理を行うこ
とができることを見いだした。
【００５３】
本発明で用いられる現像液及び現像液のための補充液は好ましくは主にアルカリ金属ケイ
酸塩及びＭＯＨにより示されるアルカリ金属水酸化物又はＭ2Ｏにより示されるその酸化
物を含む水溶液であり、ここで該現像液はＳｉＯ2及びＭ2Ｏを０．５～１．５のモル比で
含み、ＳｉＯ2の濃度は０．５～５重量％である。そのようなアルカリ金属ケイ酸塩とし
て好適に用いられるのは例えばケイ酸ナトリウム、ケイ酸カリウム、ケイ酸リチウム及び
メタケイ酸ナトリウムである。他方、そのようなアルカリ金属水酸化物として好ましいの
は水酸化ナトリウム、水酸化カリウム及び水酸化リチウムである。
【００５４】
本発明で用いられる現像液は同時に他のアルカリ性試薬を含有することができる。そのよ
うな他のアルカリ性試薬の例には水酸化アンモニウム、第三リン酸ナトリウム、第二リン
酸ナトリウム、第三リン酸カリウム、第二リン酸カリウム、第三リン酸アンモニウム、第
二リン酸アンモニウム、重炭酸ナトリウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム及び炭酸アン
モニウムなどの無機アルカリ性試薬；ならびにモノ－、ジ－もしくはトリエタノールアミ
ン、モノ－、ジ－もしくはトリメチルアミン、モノ－、ジ－もしくはトリエチルアミン、
モノ－もしくはジ－イソプロピルアミン、ｎ－ブチルアミン、モノ－、ジ－もしくはトリ
イソプロパノールアミン、エチレンイミン、エチレンジイミン及びテトラメチルアンモニ
ウムヒドロキシドなどの有機アルカリ性試薬が含まれる。
【００５５】
本発明の場合、現像液中における［ＳｉＯ2］／［Ｍ2Ｏ］のモル比が特に重要であり、そ
れは一般に０．５～１．５、好ましくは０．７～１．３である。これはもしモル比が０．
５より低いと活性の大きなばらつきが観察され、一方もしそれが１．５を越えると迅速現
像を行うのが困難になり、非画像領域上の感光層の溶出又は除去が不完全でありがちなた
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めである。さらに現像液及び補充液中のＳｉＯ2の濃度は好ましくは１～４重量％の範囲
である。ＳｉＯ2の濃度のそのような制限は、大量の本発明の版を長期間処理した場合で
も優れた仕上げの質を有する平版印刷版を安定して与えることを可能にする。
【００５６】
特に好ましい実施態様の場合、１．０～１．５の範囲のモル比［ＳｉＯ2］／［Ｍ2Ｏ］及
び１～４重量％のＳｉＯ2の濃度を有するアルカリ金属ケイ酸塩の水溶液が現像液として
用いられる。そのような場合、現像液のアルカリ濃度と等しいか又はそれより高いアルカ
リ濃度を有する補充液が用いられるのはもちろんである。供給されるべき補充液の量を減
少させるために、補充液のモル比［ＳｉＯ2］／［Ｍ2Ｏ］が現像液のそれと等しいか又は
それより小さいことあるいは現像液のモル比が補充液のそれと等しい場合はＳｉＯ2の濃
度が高いことが有利である。
【００５７】
本発明で用いられる現像液及び補充液において同時に、２０℃における水中の溶解度が１
０重量％以下の有機溶媒を必要に従って用いることができる。そのような有機溶媒の例は
酢酸エチル、酢酸プロピル、酢酸ブチル、酢酸アミル、酢酸ベンジル、エチレングリコー
ルモノブチルアセテート、乳酸ブチル及びレブリン酸ブチルなどのカルボン酸エステル類
；エチルブチルケトン、メチルイソブチルケトン及びシクロヘキサノンなどのケトン類；
エチレングリコールモノブチルエーテル、エチレングリコールベンジルエーテル、エチレ
ングリコールモノフェニルエーテル、ベンジルアルコール、メチルフェニルカルビノール
、ｎ－アミルアルコール及びメチルアミルアルコールなどのアルコール類；キレシンなど
のアルキル－置換芳香族炭化水素；ならびにメチレンジクロリド及びモノクロロベンゼン
などのハロゲン化炭化水素である。これらの有機溶媒は単独でか又は組み合わせて用いる
ことができる。本発明において特に好ましいのはベンジルアルコールである。これらの有
機溶媒は一般に５重量％以下、好ましくは４重量％以下の量で現像液又はそのための補充
液に加えられる。
【００５８】
本発明で用いられる現像液及び補充液は同時に、その現像性を向上させる目的の界面活性
剤を含有することができる。そのような界面活性剤の例には高級アルコール（Ｃ８～Ｃ２
２）硫酸エステルの塩、例えばラウリルアルコール硫酸エステルのナトリウム塩、オクチ
ルアルコール硫酸エステルのナトリウム塩、ラウリルアルコール硫酸エステルのアンモニ
ウム塩、Ｔｅｅｐｏｌ　Ｂ－８１（商標、Ｓｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｃｏ．，Ｌ
ｔｄ．から入手可能）及びアルキル硫酸二ナトリウム；脂肪族アルコールリン酸エステル
の塩、例えばセチルアルコールリン酸エステルのナトリウム塩；アルキルアリールスルホ
ン酸塩、例えばドデシルベンゼンスルホン酸のナトリウム塩、イソプロピルナフタレンス
ルホン酸のナトリウム塩、ジナフタレンジスルホン酸のナトリウム塩及びメタニトロベン
ゼンスルホン酸のナトリウム塩；アルキルアミドのスルホン酸塩、例えばＣ17Ｈ33ＣＯＮ
（ＣＨ3）ＣＨ2ＣＨ2ＳＯ3Ｎａならびに２塩基性脂肪族酸エステルのスルホン酸塩、例え
ばジオクチルスルホコハク酸ナトリウム及びジヘキシルスルホコハク酸ナトリウムが含ま
れる。これらの界面活性剤は単独でか又は組み合わせて用いられることができる。特に好
ましいのはスルホン酸塩である。これらの界面活性剤は一般に５重量％以下、好ましくは
３重量％以下の量で用いられることができる。
【００５９】
本発明で用いられる現像液及び補充液の現像安定性を強化するために、以下の化合物を同
時に用いることができる。
【００６０】
そのような化合物の例は中性塩、例えばＪＮ－Ａ－５８－７５　１５２に開示されている
ようなＮａＣｌ、ＫＣｌ及びＫＢｒ；キレート化剤、例えばＪＮ－Ａ－５８－１９０　９
５２（Ｕ．Ｓ－Ａ－４　４６９　７７６）に開示されているようなＥＤＴＡ及びＮＴＡ、
錯体、例えばＪＮ－Ａ－５９－１２１　３３６（ＵＳ－Ａ－４　６０６　９９５）に開示
されているような［Ｃｏ（ＮＨ３）６］Ｃ１３；ＪＮ－Ａ－５５－２５　１００に開示さ
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れているもののような周期表のＩＩａ、ＩＩＩａ又はＩＩＩｂ族の元素のイオン化可能化
合物；アニオン性又は両性界面活性剤、例えばＪＮ－Ａ－５０－５１　３２４に開示され
ているようなアルキルナフタレンスルホン酸ナトリウム及びＮ－テトラデシル－Ｎ，Ｎ－
ジヒドロキシエチルベタイン；ＵＳ－Ａ－４　３７４　９２０に開示されているようなテ
トラメチルデシンジオール；ＪＮ－Ａ－６０－２１３　９４３に開示されているような非
－イオン性界面活性剤；カチオン性ポリマー、例えばＪＮ－Ａ－５５－９５　９４６に開
示されているようなｐ－ジメチルアミノメチルポリスチレンのメチルクロリド第４生成物
（ｍｅｔｈｙｌ　ｃｈｌｏｒｉｄｅ　ｑｕａｔｅｒｎａｒｙ　ｐｒｏｄｕｃｔｓ）；両性
高分子電解質、例えばＪＮ－Ａ－５６－１４２　５２８に開示されているようなビニルベ
ンジルトリメチルアンモニウムクロリドとアクリル酸ナトリウムのコポリマー；還元性無
機塩、例えばＪＮ－Ａ－５７－１９２　９５２（ＵＳ－Ａ－４　４６７　０２７）に開示
されているような亜硫酸ナトリウム及びアルカリ－可溶性メルカプト化合物又はチオエー
テル化合物、例えばチオサリチル酸、システイン及びチオグリコール酸；無機リチウム化
合物、例えばＪＮ－Ａ－５８－５９　４４４に開示されているような塩化リチウム；有機
リチウム化合物、例えばＪＮ－Ａ－５０　３４　４４２に開示されているような安息香酸
リチウム；ＪＮ－Ａ－５９－７５　２５５に開示されているようなＳｉ、Ｔｉなどを含有
する有機金属界面活性剤；ＪＮ－Ａ－５９－８４　２４１（ＵＳ－Ａ－４　５００　６２
５）に開示されているような有機ホウ素化合物；第４級アンモニウム塩、例えばＥＰ－Ａ
－１０１　０１０に開示されているようなテトラアルキルアンモニウムオキシド；ならび
に殺バクテリア剤、例えばＪＮ－Ａ－６３－２２６　６５７に開示されているようなデヒ
ドロ酢酸ナトリウムである。
【００６１】
本発明の現像処理のための方法において、現像液のための補充液を補充するいずれの既知
の手段も用いることができる。好適に用いられるそのような方法の例は、ＪＮ－Ａ－５５
－１１５　０３９（ＧＢ－Ａ－２　０４６　９３１）に開示されているように処理された
ＰＳ版の量と時間の関数として断続的又は継続的に補充液を補充するための方法、ＪＮ－
Ａ－５８－９５　３４９（ＵＳ－Ａ－４　５３７　４９６）に開示されているように溶出
された感光層の程度を検出するためのセンサーを現像領域の中央部分に配置し、検出され
る溶出した感光層の程度に比例して補充液を補充することを含む方法；ＧＢ－Ａ－２　２
０８　２４９に開示されているように現像液のインピーダンス値を決定し、検出されるイ
ンピーダンス値をコンピューターにより処理して補充液の補充を行うことを含む方法であ
る。
【００６２】
本発明の印刷版は印刷法においてシームレススリーブ印刷版として用いることもできる。
この選択肢の場合、印刷版はレーザーを用いて円筒形にはんだ付けされる。古典的に作製
された印刷版を古典的な方法で適用する代わりに、直径として印刷シリンダーの直径を有
するこの円筒状印刷版を印刷シリンダー上で滑らせる。スリーブに関するさらなる詳細は
“Ｇｒａｆｉｓｃｈ　Ｎｉｅｕｗｓ”　ｅｄ．Ｋｅｅｓｉｎｇ，１５，１９９５，ｐａｇ
ｅ　４　ｔｏ　６に示されている。
【００６３】
画像通りに露出された画像形成要素をアルカリ性水溶液を用いて現像し、乾燥した後、得
られる版をそのまま印刷版として用いることができる。しかし耐久性を向上させるために
該版を２００℃～３００℃の温度で３０秒～５分間、焼くこともできる。画像形成要素を
ＵＶ－線への全体的後－露出に供し、画像を硬膜させて印刷版のランレングスを増加させ
ることもできる。
【００６４】
以下の実施例は本発明をそこに制限することなく本発明を例示するものである。すべての
部及びパーセンテージは、他に特定されなければ重量による。
【００６５】
【実施例】
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実施例１：アルカリ－可溶性結合剤に基づくポジティブ作用性サーマルプレート平版印刷
ベースの製造
厚さが０．２０ｍｍのアルミニウム箔を、５０℃において５ｇ／ｌの水酸化ナトリウムを
含有する水溶液に箔を沈め、脱イオン水で濯ぐことにより脱脂した。次いで３５℃の温度
及び１２００Ａ／ｍ2の電流密度において交流を用い、４ｇ／ｌの塩酸、４ｇ／ｌの硼酸
及び５ｇ／ｌのアルミニウムイオンを含有する水溶液中で箔を電気化学的に研磨し、０．
５ｍｍの平均中心線粗さＲａを有する表面トポロジーを形成した。
【００６６】
脱イオン水で濯いだ後、次いで３００ｇ／ｌの硫酸を含有する水溶液を用い、６０℃にお
いて１８０秒間、アルミニウム箔をエッチングし、２５℃において３０秒間、脱イオン水
で濯いだ。
【００６７】
続いて箔を２００ｇ／ｌの硫酸を含有する水溶液中で、４５℃の温度、約１０Ｖの電圧及
び１５０Ａ／ｍ2の電流密度において約３００秒間、陽極酸化に供し、３．００ｇ／ｍ2の
Ａｌ2Ｏ3の陽極酸化フィルムを形成し、次いで脱イオン水で洗浄し、ポリビニルホスホン
酸を含有する溶液及び次いで三塩化アルミニウムを含有する溶液を用いて後処理し、続い
て脱イオン水を用いて２０℃で１２０秒間濯ぎ、乾燥した。
第１層の調製
７４０ｇのテトラヒドロフラン及び５０３ｇのメトキシプロパノールに７４ｇのメトキシ
プロパノール中の４８ｇのアルノボルの溶液及び６．５５ｇの３，４，５－トリメトキシ
安息香酸を加え、該溶液をアルミニウム支持体の陽極酸化層上に２０μｍの湿潤厚さでコ
ーティングし、０．７６ｇ／ｍ2の乾燥重量を得た。
最上層の調製
第１層上に０．０６ｇ／ｍ2のＩＲシアニン色素化合物Ｉ及び０．５４ｇ／ｍ2のポリアク
リル酸（Ｇｏｏｄｒｉｃｈからのカーボポール　ＷＳ　８０１）を含有する水溶液から層
をコーティングした。
【００６８】
上記の材料Ｉの次に、最上層が０．５４ｇ／ｍ2のポリアクリル酸のみを含有し、ＩＲシ
アニン色素を含有しないことを除いて同じ材料ＩＩを製造した。
【００６９】
両方の材料を外部ドラムＩＲ－レーザー画像形成装置（ダイオードレーザー　８３０ｎｍ
、ドラムスピード　３．２ｍ／秒、アドレサビリティー　３６００ｄｐｉ、画像面におけ
る出力レベル　８０～１２０ｍＷ）を用いて画像形成し、１．１６重量％のＳｉＯ2を含
有し、０．５９の［ＳｉＯ2］対［Ｎａ2Ｏ］のモル比を有するアルカリ性ケイ酸塩含有現
像液（Ａｇｆａから商業的に入手可能な７５％　ＥＰ　２６現像液）中で現像し、露出さ
れた部分を非常に迅速に溶解した。最上層にＩＲ－シアニン色素を有していない材料の場
合、非露出部分も迅速に溶解され；露出された部分の選択的溶解は不可能であった。ＩＲ
シアニン色素を含有する材料Ｉの場合、露出された部分の選択的溶解が得られた。
【００７０】
２４００ｄｐｉにおいて、材料Ｉを用い、画像面における８０ｍＷか又はそれ以上の出力
を用いて画像が得られた。この版をＨｅｉｄｅｌｂｅｒｇ　ＧＴＯ４６印刷機上で通常の
インキ（Ｋ＋Ｅ１９７）及び湿し液（Ｒｏｔａｍａｔｉｃ）を用いて印刷し、優れたプリ
ント、すなわち非画像形成部分にスカム形成がなく、画像形成された部分においてインキ
－吸収が優れたプリントを得た。
実施例２：アルカリ－可溶性結合剤に基づくポジティブ作用性サーマルプレート
【００７１】
最上層が０．０６ｇ／ｍ2のカーボンブラック（商品名　Ｐｒｉｎｔｅｘ　Ｌ６）及び０
．５４ｇ／ｍ2のポリアクリル酸（Ｇｏｏｄｒｉｃｈｇからのカーボポール　ＷＳ　８０
１）を含有した以外は材料Ｉと同じ方法でヒートモード材料ＩＩＩを製造した。
【００７２】
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材料Ｉ及びＩＩＩを外部ドラムＩＲ－レーザー画像形成装置（ダイオードレーザー　８３
０ｎｍ、ドラムスピード　３．２ｍ／秒、アドレサビリティー　３６００ｄｐｉ、画像面
における出力レベル　８０～１２０ｍＷ）を用いて画像形成し、１．１６重量％のＳｉＯ
2を含有し、０．５９の［ＳｉＯ2］対［Ｎａ2Ｏ］のモル比を有するアルカリ性ケイ酸塩
含有現像液（Ａｇｆａから商業的に入手可能な７５％　ＥＰ　２６現像液）中で現像し、
露出された部分を非常に迅速に溶解した。最上層にＩＲ－シアニン色素を有していない材
料の場合、非露出部分も迅速に溶解され；露出された部分の選択的溶解は不可能であった
。ＩＲシアニン色素を含有する材料Ｉの場合、露出された部分の選択的溶解が得られた。
【００７３】
２４００ｄｐｉにおいて、材料Ｉを用い、画像面における８０ｍＷか又はそれ以上の出力
を用いて画像が得られた。この版をＨｅｉｄｅｌｂｅｒｇ　ＧＴＯ４６印刷機上で通常の
インキ（Ｋ＋Ｅ１９７）及び湿し液（Ｒｏｔａｍａｔｉｃ）を用いて印刷し、優れたプリ
ント、すなわち非画像形成部分にスカム形成がなく、画像形成された部分においてインキ
－吸収が優れたプリントを得た。
実施例３：アルカリ－可溶性結合剤に基づくポジティブ作用性サーマルプレート
【００７４】
上記の平版印刷ベース上に実施例１の第１層と同じ第１層を、しかし３％の濃度で及び３
０μｍの湿潤コーティング厚さでコーティングし、０．９０ｇ／ｍ2の乾燥重量を得る。
【００７５】
第１層上に０．１８ｇ／ｍ2のＩＲシアニン色素化合物Ｉ及び０．４２ｇ／ｍ2のポリアク
リル酸（Ｇｏｏｄｒｉｃｈからのカーボポール　ＷＳ　８０１）を含有する水溶液から層
をコーティングした。
【００７６】
この材料を外部ドラムＩＲ－レーザー画像形成装置（ダイオードレーザー　８３０ｎｍ、
ドラムスピード　３．２ｍ／秒、アドレサビリティー　３６００ｄｐｉ、画像面における
出力レベル　８０～１２０ｍＷ）を用いて画像形成し、１．１６重量％のＳｉＯ2を含有
し、０．５９の［ＳｉＯ2］対［Ｎａ2Ｏ］のモル比を有するアルカリ性ケイ酸塩含有現像
液（Ａｇｆａから商業的に入手可能な７５％　ＥＰ　２６現像液）中で現像し、露出され
た部分を非常に迅速に溶解した。この版をＨｅｉｄｅｌｂｅｒｇ　ＧＴＯ４６印刷機上で
通常のインキ（Ｋ＋Ｅ１９７）及び湿し液（Ｒｏｔａｍａｔｉｃ）を用いて印刷し、優れ
たプリント、すなわち１７，０００より多いコピーの間、非画像形成部分にスカム形成が
なく、画像形成された部分においてインキ－吸収が優れたプリントを得た。
実施例４：アルカリ－可溶性結合剤に基づくポジティブ作用性サーマルプレート
【００７７】
上記の平版印刷ベース上に実施例１の第１層と同じ第１層をコーティングする。
【００７８】
第１層上に０．０９ｇ／ｍ2のＩＲシアニン色素化合物Ｉ及び０．５１ｇ／ｍ2のゼラチン
を含有する水溶液から層をコーティングした。
【００７９】
この材料を外部ドラムＩＲ－レーザー画像形成装置（ダイオードレーザー　８３０ｎｍ、
ドラムスピード　３．２ｍ／秒、アドレサビリティー　３６００ｄｐｉ、画像面における
出力レベル　８０～１２０ｍＷ）を用いて画像形成し、１．１６重量％のＳｉＯ2を含有
し、０．５９の［ＳｉＯ2］対［Ｎａ2Ｏ］のモル比を有するアルカリ性ケイ酸塩含有現像
液（Ａｇｆａから商業的に入手可能な７５％　ＥＰ　２６現像液）中で現像し、露出され
た部分を非常に迅速に溶解した。この版をＨｅｉｄｅｌｂｅｒｇ　ＧＴＯ４６印刷機上で
通常のインキ（Ｋ＋Ｅ１９７）及び湿し液（Ｒｏｔａｍａｔｉｃ）を用いて印刷し、優れ
たプリント、すなわち１７，０００より多いコピーの間、非画像形成部分にスカム形成が
なく、画像形成された部分においてインキ－吸収が優れたプリントを得た。
本発明の主たる特徴及び態様は以下の通りである。
１．ａ）親水性表面を有する平版印刷ベース上にアルカリ性水溶液中に可溶性のポリマー
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を含む第１層及び第１層と同じ平版印刷ベースの側に最上層を有し、その最上層がＩＲ－
線に対して感受性であり且つケイ酸塩としてＳｉＯ2を含有するアルカリ性現像液に関し
て非浸透性であるヒートモード画像形成要素を製造し；
ｂ）該ヒートモード画像形成要素をＩＲ－線に画像通りに露出し；
ｃ）該画像通りに露出されたヒートモード画像形成要素を該アルカリ性現像液を用いて現
像し、最上層の露出された領域及びその下の第１層の領域が溶解されそして第１層の層の
露出されない領域が溶解されないで残るようにする
段階を含み、該最上層がＩＲ－色素を含むことを特徴とする平版印刷版の作製のための方
法。
２．該ＩＲ－色素がＩＲ－シアニン色素である上記１項に記載の平版印刷版の作製のため
の方法。
３．該ＩＲ－シアニン色素が２つの酸基を含む上記２項に記載の平版印刷版の作製のため
の方法。
４．該赤外シアニン色素が２つのインドレニン基を含む上記３項に記載の平版印刷版の作
製のための方法。
５．該赤外シアニン色素が下記の構造
【００８０】
【化２】

を有する化合物Ｉである上記４項に記載の平版印刷版の作製のための方法。
６．最上層に含まれるポリマーが水溶性ポリマーである上記１～５項のいずれかに記載の
平版印刷版の作製のための方法。
７．該ポリマーが酸性基を含む上記６項に記載の平版印刷版の作製のための方法。
８．該ポリマーがポリメタクリル酸及びポリアクリル酸から成る群より選ばれる化合物で
ある上記７項に記載の平版印刷版の作製のための方法。
９．該アルカリ性現像液がＳｉＯ2及びＭ2Ｏを０．５～１．５のモル比で含み、ＳｉＯ2
の濃度が０．５～５重量％である上記１～８項のいずれかに記載の平版印刷版の作製のた
めの方法。
１０．該画像通りに露出されたヒートモード画像形成要素を０．７～１．３のモル比でＳ
ｉＯ2及びＭ2Ｏを含有するアルカリ性現像液を用いて現像する上記９項に記載の平版印刷
版の作製のための方法。
１１．該画像通りに露出されたヒートモード画像形成要素を１～４重量％の範囲内のＳｉ
Ｏ2を含有するアルカリ性現像液を用いて現像する上記９又は１０項に記載の平版印刷版
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の作製のための方法。
１２．第１層の結合剤がノボラックである上記１～１０項のいずれかに記載の平版印刷版
の作製のための方法。
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